
まちの将来像の実現に向けた検討を進める
にあたり、JR茨木駅周辺に求められる役割を
整理する必要がありました。そのため、市民
や駅利用者の皆さんの関心の高い分野やニー
ズの傾向をつかむために昨年の12月にWEB
アンケートを実施いたしました。

駅前の再整備を進めるにあたり、地区の特性や課題、上位計画や
関連計画、社会動向を踏まえ、今後のまちづくりの４つの方向性と
まちの将来像を掲げました。

02 Webアンケート

01 JR茨木駅西口駅前周辺まちづくりビジョン

詳しくは
コチラ

〇まちづくりの方向性 〇まちの将来像

詳しくは
コチラ

Webアンケートで多様なニーズが確認され、より詳しく市民の皆さんの
想いを把握するためにまちづくりワークショップを開催しました！！NEXT

カフェやレストランなどの飲食店舗

02 日用品や生活雑貨を購入できる商業施設

03 緑のある広場等の憩えるオープンスペース

Q14 何があればもっとＪＲ茨木駅西口周辺を
利用したい・活動したいと思いますか？（５つまで）

より魅力的で住んでみたい・住み続けたいまちになるため、
ＪＲ茨木駅西口周辺はどのようなまちを目指す必要があると思いますか？（５つまで）

駅周辺で生活利便施設が揃うまち

02 駅を中心に周辺地域との回遊性がある歩きたくなるまち

03 鉄道やバスなどの公共交通を利用しやすいまち
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主な回答

〇アンケートの結果（抜粋）

主な回答

Q15

〇WEBアンケートの概要
（調査期間）令和3年12月1日～12月28日
（調査項目）回答者属性・利用内容

満足度・まちづくり
（回答者数）735人

だれもが、いつでも、

どこへでも、つながることができる、

暮らしの質を高める対流型駅まち空間

更なる交通環境の向上 多様な都市機能の集積

持続性のある魅力、
賑わいの創出

安全安心な駅前に
向けた防災性の向上

01 02

03 04

・人中心の再整備
・バリアフリー化の向上
・新快速停車の実現

・通勤通学者の利便性向上
・市民ニーズに応える機能の集積
・駅とまちをつなぐ機能の配置

・玄関口にふさわしい景観
・官民が連携した取組みの展開

・狭小道路の改善
・災害時における空間の確保

JR茨木駅

西口駅前周辺

整備事業

IBARAKI

STATION

JR

ＪＲ茨木駅西口駅前周辺は、昭和45年(1970年)開催の万国博覧会(大阪
万博)に併せて駅前広場等の都市基盤が整備され、約50年が経過しています。

近年は、駅前機能の老朽化等による魅力や賑わいの低下とともに、社会動
向や災害等による安全安心に対する意識の変化等により、新たな状況への対
応が求められているため、茨木市では、JR茨木駅西口駅前の再整備に向け
た検討を進めており、本誌ではこれまでの取組みを紹介いたします。


